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1 天竜厚生会城北の家（短期・障がい） 他福祉サービス事業所 4月26日

内出血ができていたこと
について

ご家族から相談支援事業所へ「前回
ショートステイから帰宅したら右ふく
らはぎに内出血ができていた。施設で
は身体チェックを行っていないのか。
今後も利用していきたいので確認して
ほしい」という連絡が入った。

入浴時、身体チェックを実施しましたが、座位
が不安定であったため十分に確認できませんで
した。また、夜間パジャマへ着替える際、全身
を確認する機会がありましたが実施していませ
んでした。今後は、来所日及び帰宅日に身体
チェックを確実に行うようにします。一名で対
応が難しい場合は、複数名で対応します。
また、理学療法士へ移乗方法について再確認を
行い、統一した支援ができるよう職員へ周知し
ました。併せてベッドの縁等、身体が当たりや
すい箇所には予めカバーやクッションなどで保
護することとしました。

5月1日

2 さやの家（短期・障がい） 利用者本人 5月17日

利用料及びその説明、利
用予約について

①朝食は不要と伝えていたが用意さ
れ、食べていないのに朝食代を請求さ
れた。
②利用料について説明を受けたがよく
理解できなかった。
③毎月7日間利用できるよう調整を前
任のSWに依頼し、2日は決定し、残り5
日が決まっておらず、施設から連絡が
ない為こちらから連絡した。その際提
案された日程で承諾したが、後日確認
のため連絡すると予約が入っていな
かった。「今後は相談支援事業所を通
して利用調整をしたい」と前任ソー
シャルワーカーより説明があったが非
効率である。

①「朝は起きられない」というお話を伺っては
いましたが、朝食が不要だという認識ができて
おらず、朝食の用意をしてしまいました。再度
「朝食はいらない」とのお話があってからは朝
食の用意はせず、請求も行わないようにしてい
ましたが、それ以前の分に関してはお互いの認
識のズレを確認しないまま修正を行わず、ご理
解いただけたものとしてそのままにしてしまい
ました。
②利用料の説明につきましては、職員の理解不
足によりその場での回答ができず、「細かい説
明はよい」とのお言葉に甘えてしまいその後に
追加説明を行わすに利用していただくことと
なってしまいました。
③利用予約については「天候によっては利用で
きないかもしれない」とのお話があった為保留
としていましたが、再確認することなく連絡が
来るまでそのままにしてしまいました。
是正として、職員の障がい者の制度への理解を
深めると共に、もしその場で回答することがで
きなかった場合には後日改めて説明させていた
だく時間を設けるなど、曖昧なままにしないよ
うにします。また利用予約や施設への要望につ
いては行き違いや認識違いが起こらないよう、
相談支援事業所の方に間に入っていただきなが
ら確認させていただくことをご本人に説明し、
承知いただきました。

5月19日
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3 清風寮 利用者本人 4月13日

職員の態度・対応につい
て

ご利用者本人の要望に対して、目の前
で聞こえるように他職員と相談された
ことや要望に対する回答が明らかに応
えたくないという雰囲気に良い気分が
しなかった。また特定職員の自分への
態度が冷たく、言葉遣いもきついと感
じる。

ご利用者には不快な思いをさせたことに謝罪し
ました。当該職員の「ご利用者が目の前にい
る」というところへの配慮が足りなかったこと
が原因です。是正として、虐待防止委員会を開
催し、そのなかでご利用者への対応、接遇につ
いて学習の機会を設けると共に、施設長より全
体に注意喚起を行いました。

5月12日


